
 資金調達については、農業資金の利用計画であるが、その場合は、受け皿

として「農業法人」注１等の手続きが必要となる。 

生鮮ブルーベリーについては、集客力のある物産館等で販売することが望

ましい。 

また、ブルーベリーの苗木を併せて販売する等、他にない特色を打ち出す

等、付加価値を付けることを提案する。 当社は高冷地気候の農村地帯

にあり、農業後継者の減少によ

る休耕地・転作地があるため、

それらの土地の有効利用も考え

て、今後需要の伸びが見込まれ

るブルーベリー及び低コストで

の栽培が考えられるアスパラガ

スの栽培を行うことを検討して

いる。 
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○ 事業計画について  

○ 販売方法及び販路開拓について  

○ 作目の選定等について  

 事業主の農業経験が少ないため、作目の選定に当たっては、珍しいものよ

り価格変動の少ない一般化された品目（トマト、ナス、キャベツ等）の選定

が経営上も安定することを説明する。 

 ブルーベリーについて、「バッグ栽培」であれば、生産性も高く、品質も

高いので、同価格帯であれば競争力はあると思われる。 

今年、６月にバッグ栽培に着手し、植え付け（約６００本）を行い、再来

年出荷出来る予定である。 

トイレ・休憩室の設備が整っており、ハイヒール履きでも汚れないでいけ

る農園を目指すべき。 

また、バック栽培であれば、常に実のなった木を育成畑から観光農園の方

に移動でき、果実の豊富感を演出できる。 

さらに、学校行事や老人会行事等での勧誘、観光業者とのタイアップ等に

より観光客の誘致を行う。 

○ 観光農園について

事業の課題及びアドバイザーの助言 

事業計画の内容 

その後の取り組み状況 


